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安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例

の
施
策
の
実
施
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

本
市
で
は
、
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く

り
推
進
条
例
の
制
定
に
先
行
し
、
平
成
16
年

度
か
ら
市
内
の
幼
稚
園
、
小
中
学
校
、
保
育

所
等
に
非
常
通
報
装
置
を
設
置
し
た
ほ
か
、

児
童
生
徒
へ
の
防
犯
ブ
ザ
ー
の
貸
与
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
16
年
10
月
１
日
の
条
例
施

行
に
際
し
て
は
、チ
ラ
シ
配
布
や
、
市
公
用
車

348
台
に
防
犯

啓
発
標
語
を

貼
付
す
る
な

ど
啓
発
を
図

っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
17

年
度
か
ら

は
、
各
小
学

校
区
の
自
治

会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

警
察
等
の
関

係
団
体
で
組

織
す
る
、
子
ど
も
を
守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

活
動
を
支
援
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
本
年
度
に
お
い
て
は
、
子
ど
も

の
み
な
ら
ず
全
市
民
の
防
犯
に
係
る
施
策
の

検
討
及
び
関
係
部
局
の
連
携
強
化
を
図
る
た

め
、
関
係
18
部
局
30
課
か
ら
な
る
「
長
崎
市

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
本
部
」を
設
置

し
、
そ
の
下
に
、
啓
発
促
進
・
地
域
活
動
・

環
境
整
備
に
関
す
る
３
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
設
け
、
有
効
な
施
策
の
検
討
を
行

っ
て
い
る
。

行
政
セ
ン
タ
ー
の
権
限
の
見
直
し
と

窓
口
接
遇
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

行
政
セ
ン
タ
ー
と
本
庁
と

の
役
割
分
担
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
利
用
頻

度
が
高
い
事
務
は
行
政
セ
ン
タ
ー
で
処
理
を

完
結
し
、
全
市
的
に
統
一
し
た
判
断
が
必
要

な
許
認
可
事
務
等
は
行
政
セ
ン
タ
ー
で
受
け

付
け
、
本
庁
で
事
務
処
理
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
総
合
的
・
専
門
的
な
判
断
を
要
す
る

公
共
施
設
の
大
規
模
改
修
や
新
設
工
事
は
、

各
行
政
セ
ン
タ
ー
で
地
域
の
要
望
を
取
り
ま

と
め
、
本
庁
の
担
当
課
と
調
整
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
事
務
を
行
う
中
で
生
じ
た
諸

問
題
に
つ
い
て
は
、
行
政
セ
ン
タ
ー
所
長
・

総
務
課
長
会
議
を
定
期
的
に
開
催
し
、
必
要

に
応
じ
権
限
の
見
直
し
を
行
い
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
行
政
セ
ン
タ
ー
で
の
窓
口
接
遇
に

つ
い
て
は
、
昨
年
９
月
、
住
民
へ
の
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
事
務
権
限
を
有
し
な

い
業
務
に
つ
い
て
も
、
窓
口
で
の
詳
細
な
聞

き
取
り
と
本
庁
へ
の
電
話
照
会
を
行
い
、
そ

の
回
答
を
住
民
に
伝
え
る
よ
う
徹
底
す
る
な

ど
、
職
員
の
接
遇
向
上
に
努
め
て
い
る
。

本
市
財
政
状
況
と
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

本
市
に
お
い
て
は
、
生
活
保
護
に
係

る
扶
助
費
等
の
義
務
的
経
費
が
増
加
す
る
一

方
、
市
税
収
入
が
伸
び
悩
み
、
普
通
交
付
税

も
大
き
く
減
額
さ
れ
て
お
り
、
来
年
度
以
降

も
大
変
厳
し
い
財
政
運
営
と
な
る
も
の
と
見

込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で
は
、
本
年
度
か

ら
５
年
間
を
計
画
期
間
と
し
て
、
第
四
次
長

崎
市
行
政
改
革
大
綱
及
び
第
二
次
長
崎
市
財

政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
行
政
の
ス

リ
ム
化
や
財
政
の
健
全
性
の
確
保
に
努
め
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
、
近
年
行
政
の
果
た
す
べ
き
役
割
も

多
様
化
し
て
お
り
、
市
民
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
長
崎
さ
る
く
博
’06
閉
幕
後
の

「
さ
る
く
観
光
」の
継
続
・
発
展
、「
長
崎
よ
か

品
夢
市
場
運
動
」
に
よ
る
物
産
振
興
、
雇
用

創
出
効
果
の
高
い
企
業
誘
致
な
ど
、
本
市
が

継
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
の
ま
ち
づ
く

り
に
係
る
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
。

乳
幼
児
医
療
費
の
現
物
給
付
の
実
施

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

本
市
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
に

つ
い
て
は
、
平
成
17
年
10
月
か
ら
、
入
院
、

通
院
と
も
に
、
支
給
対
象
年
齢
を
小
学
校
就

学
前
ま
で
に
拡
大
し
た
。
給
付
方
法
に
つ
い

て
は
、
長
崎
県
の
制
度
に
沿
っ
て
、
償
還
払

い
方
式
を
採
用
し
て
い
る
が
、
受
診
者
が
一

た
ん
負
担
額
全
額
を
医
療
機
関
へ
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
不
便
さ
か
ら
、
市
民

か
ら
も
改
善
を
求
め
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

し
か
し
、
現
物
給
付
方
式
を
導
入
し
た
場

合
、
国
民
健
康
保
険
に
係
る
国
か
ら
の
交
付

金
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
、
市
単
独
で
の
現
物
給
付

の
実
施
に
至
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
２
万
５
千
人
を
超
え
る

乳
幼
児
が
本
制
度
の
対
象
で
あ
り
、
子
育
て

支
援
の
中
で
も
最
も
重
要
な
施
策
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
来
年
４
月
の

現
物
給
付
導
入
に
向
け
て
、
県
や
関
係
機
関

と
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

市
職
員
が
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事

故
を
起
こ
し
た
場
合
の
罰
則
規
定
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

市
民
の
模
範
と
な
る
べ
き
公
務
員

が
、
交
通
三
悪
の
一
つ
で
あ
る
飲
酒
運
転
に

よ
り
交
通
事
故
を
引
き
起
こ
す
こ
と
は
、
市

民
の
信
頼
を
著
し
く
失
墜
さ
せ
る
も
の
で
あ

り
、
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
行
為
で
あ
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、
福
岡
市
職
員
の
飲
酒

運
転
に
よ
る
交
通
事
故
が
報
道
さ
れ
た
の
を

受
け
て
、直
ち
に
、飲
酒
運
転
等
に
よ
る
事
故

が
発
生
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
全
職
員
に

対
し
周
知
徹
底
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
同
事
故
を
機
に
、
飲
酒
運
転
を
行
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9
月
定
例
会
で
は
、
9
月
7
日
・
8

日
・
１１
日
・
１２
日
の
4
日
間
に
わ
た
っ
て
、

市
政
一
般
質
問
（
１９
人
）
が
行
わ
れ
、
当
面

す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
活
発
な

論
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
個
人

質
問
で
は
会
派
ご
と
に
一
議
員
１
項
目
ず

つ
計
１９
項
目
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

●
行
政
セ
ン
タ
ー
　

自
由
民
主
党

●
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

防犯啓発標語を貼付した公用車

●
少
子
化
対
策

民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

●
職
員
の
交
通
モ
ラ
ル
向
上

●
財
政
状
況


